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じ
七
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塀
に
而
も
同
事
之
由
。

狛
以
閉
門
勾
と
は
、
開
門
・
改
易
之
事
K
候
。
迷
成
之
依
は
不
及

此
沙
汰
。
も
は
や
不
及
迷
応
と
候
時
は
、
般
に
も
不
及
龍
出
可
相

動
事
に
候
。
但
、
何
と
ぞ
関
門
同
事
之
品
候
は
ピ
格
別
K
候
欲
。

今
度
江
戸
に
て
堀
伊
賀
殴
な
ど
の
ど
と
〈
関
門
同
事
は
、
叉
ロ
同
替

た
る
と
申
事
に
候
。
以
上
。

閉
門
等
御
発
之
刻
、
其
者
之
役
儀
な
ど
に
よ
り
、
御
脊
は
申
波
、
御

目
逝
は
・
刊
さ
せ
候
様
に
被
仰
出
俄
は
可
有
之
候
。
左
桜
之
御
意
も
無

之
候
庭
、
勤
評
い
た
さ
せ
、
御
目
泊
越
地
需
仕
候
事
有
之
山
政
之
官

六
五

逼
塞
等
被
仰
付
侠
者
之
親
類

之
儀
御
定

木
に
て
打
と
め
、
是
も
す
き
た
る
所
は
滞
板
陀
て
も
打
付
可
申
説
。

一
、
表
装
繭
門
有
之
者
は
、裏
門
之

t
ど
り
よ
り
、
街
々
無
線
斗応
用
は

別
可
巾
候
。
自
分
に
山
巾
俄
は
一
向
無
之
、
安
子
迄
も
同
前
候
都
ロ

一
、
装
口
無
之
者
は
、
表
門
之
〈
w
h

り
よ
り
用
事
調
可
中
部
。

官
μ
奪
三
年
〉

六
月
五
日

一
、
〈
ピ
り
無
之
門
自
然
有
之
候
は
官
、
頭
h
k

申
談
、
屋
敷
之
廻
り

凶
之
内
に
、
外
よ
り
目
に
か
L
A

り
不
申
様
、
〈
ど
り
勝
之
口
を
付
可

巾
候
。
以
上
。

円-一応
師
三
年
)

午
六
月
甘
八
日

右
は
閉
門
被
仰
付
候
者
共
、
隣
家
よ
り
通
路
仕
儀
不
服
御
意
候
に

付
、
横
山
筑
後
・
多
賀
信
浪
被
相
渡
候
紙
面
、
御
横
目
中
相
波
候
。

唯
今
迄
閉
門
之
而
h
k

、
門
前
K
結
び
竹
垣
之
事
、
筑
後

・
信
浪
h

仰
械
日
中
相
思
候
成
、
北
ハ
儀
は
北
ハ
顕
心
得
を
以
取
候
而
可
然
候

由
。
且
叉
垣
之
内
陀

t
y
p終
之
口
を
明
申
俗
、
垣
に
限
不
申
、

被
仰
山
候
。
以
上
。

官
民
家
三
年
)

丙
寅
六
月
五
日

附
門
蛇
可
之
お
赦
免
之
節
腿
之
俄
は
、
月
脊
年
寄
共
抱一
4
9
上
可
然
、
動

品
官
等
先
以
指
拘
可
有
之
。
共
上
陀
て
勘
帯
品
川
可
之
俄
中
出
候
は
ど
、
も

は
や
間
通
等
之
俄
も
不
及
逮
描
儀
也
。

話
器
勾
被
仰
何
者
、
親
類
越
地
仕
依
然
岡
山
可
仕
候
。
但
、
共
ロ
聞
に
よ

り
迷
慮
篤
仕
候
事
可
有
御
座
候
。
左
様
之
測
は
、
年
寄
中
叉
は
若
年

寄
中
よ
り
差
闘
可
仕
候
。
共
ロ
m
は
臨
矧
相
知
市
陀
て
可
有
之
旨
被
仰

出
候
。
以
上
。
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